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「 水 た ち 」 pgy と 「 信 」 yygg72- 


(8 放 。 ' 


1. 全て の 款 教 の 中 核 に は 「 信 じ る 」 と いう 半 体 的 精神 活動 が ある 。 吾 代 ネ メ 
ド に お ける ヴェ ー ダ 祭 式 宗教 (「 バ ラモン 教 」) も 例外 で は な い 。 [信二 は 祭 式 
が 成 読 し , その 効力 が 持続 する た め の 不 可 欠 の 条件 と され る 。 興 味 深い こと に , 
「 信 」 は 「 ス た ち 」 あ Zs (女性 名 詞 め -, 複数 形 主格 ) に よっ て 象徴 され , 時 
に 同 置 さ れる 。 ま た 水 た ち が 「 碑 い , 契約 」 を 保証 する と いう 観念 も 古く か ら 
見 られ る 。 この よう な 考え 方 は , 水 た ち の 「 浄 化 ・ 聖 別 」 作 用 の 場合 と 同様 に , 
水 の 属 性 に 関す る 自然 観察 に 基づく と 思わ れる 。 水 を 表す 語 は 後に zzkz- が 
主 と な る が 。 水 が 「 信 」 を 象徴 し 「 約 い , 契約 」 を 保証 する と いう 観念 は 後代 
(に まで 生き 区 凌 け る 。 


2.「 信 を 置く こと 」 syggg7 み -" 

「 信 」 と で や う 概 念 の 指す 内 容 は 時 代 , 地域 , 文化 に より 幅広 い 多 様 性 を 示す 。 
苦 イ ンド ・ ア ー リ ヤ 語 で は , 動詞 42 gz「 信 を 置く , 信じ る , 信頼 する 」 
(<* め 2 の en, cE ラテ ン 語 ed2「 私 は 信 を 置く 」) が , 人 , 神 , こと ば , 理 
論 な ど に 関 し て 普通 に 使わ れる 。 実体 詞 222- (<* 忌 eg- gp-) は 「 信 
笠置 く こ と 。 信じ る こと , 信じ る 思い , 信頼 」 を 意味 する 。「 信 じ る 」 こ と は 

| それ が 真 xp4- で ある と 認識 する 」 思 考 活動 で あり , 概念 形成 作用 の 次 元 
(< 属す る (一 注 11)。sgp6- は 「 真 に 実在 する , 必ず 実現 する , 効力 が 不変 
不滅 で ある 」 と いう 意味 の 形容 詞 で あり , また , 実体 詞 と し て 「 真 実 , 真理 」 


千 意 味 する 3 人 MORIUM 
1 後藤 敏 「5z22Zj み 4, cre22 の 語 語義 と 語 に つい て 」*( 答 集 34, 2007。 578 一 561) 


阪本 (後藤 ) 純子 「『 究 極 の Asnihotra』 Janaka 王 と Yahmavalkya と の 対話 」 ( 論 
集 34。 007, 484 一 427), 特に 464 一 462: 4.3.sgp4- と sggg72- 参照 。 「 
2 後藤 敏 「 サ ッ テ ィ ヤ sgp4- ( 古 イ ンド アー リヤ 語 「 実 在 」) と ウー スィ イア ozs 放 語 


守 9 Mes 
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実現 力 を 持つ 」 と 言う 観念 が . ヴェ ー ダ 以来 の イン ド 思 想 の 根底 を 成す 。 
よう な 思想 背景 に お いて 本 寺 還 は と 」 sgg2- は 祭 式 が 成立 する た め の 必 
須 条 件 と され る 。 

祭 式 は , 祭 主 ・ 祭 官 ・ 神 々 の 参加 に より , 実現 力 を 持つ 言葉 (zzgz-) 
と 行 作 (ん 2772g7-) か ら 構 成 さ れる 。 祭 式 に お ける gg72- の 意味 は 幾つ か の 
要素 に 分 析 さ れる 。 (1) 祭 式 の 参加 者 で ある 祭 主 , 祭 官 , 神々 の 間 の 相互 信頼 : 
神々 と 人 々 ( 祭 主 , 祭 官 ) と の 間 で は , 前 者 に よる 超越 的 な カ の 行使 と 後者 に 
よる 讃 辞 ・ SHI Cgive and take”) を 信じ 合う こと , 祭 官 と 祭 
主 と の 間 で は *, 前 者 に よる 適切 な 祭 式 執行 と 後者 に よる 報酬 供与 (布施 ) と 
の 正当 な 交換 を 信 BR ミ 式 の メカ ニズム へ の 信頼 : 正しく 行使 され 
RTR 
主 に より 「( 神 に ) 祭 ら れ た も 祭 式 の 効力 」js2-.。 な ら び に , 「( 祭 官 に ) 
贈ら れ た も の , 布施 の 効力 」pz772- 2 お DR3RS の 2 と 確信 する 
こと (3.2.。 注 15) 。 ZZ2- は この よう な 多面 的 性 格 を 持ち , 文脈 に より 特 
定 の 側面 が 強調 され る 。Kemrgs 等 が 重視 する 「 祭 主 が 気 前 よく 贈与 ・ 布 施し 
よう と する 気持 ち 」* は 副 次 的 要素 で あり , szg72- の 中 核 的 語 意 「 信 を 置く 
こと , 信じ る 思い , 信頼 」 は 常に 保持 され る 。 こ の 抽象 概念 は 現実 の エネ ルギー 
と 見 な され , 神格 化 さ れる 一 方 で ?, 祭 式 ・ 儀 礼 で は 具体 的 な 物 ( 水 た ち ) { 

き 換 えら れ て 取り 扱わ れる 。 


キリ シャ 語 「 実 体 」) 一 イン ド の 辿っ た 道 と 辿 ら な か っ た 道 と 一 」『 古 典 学 の 再 構 
築 』 ニ ュー ズレ ター 第 9 号 (2001) 26 一 40。 

3 祭 主 (特に 王族 ) と 祭 官 は 富 と 権力 お よび 祭 式 ・ 布 施 の 成果 を 巡っ て 厳し い 競争 関 

_ 係 に あり , 両者 の 間 の 信頼 は 必ず し も 安定 し て いな か っ た 。 例 えば AV XII 5,5 一 
11 : 56 (Brahmagavy), AB VI 15, 2 一 3 (Rjasnya,。 Aindramahabhiseka), 筆者 “Das 
Jenseits und 7s72-p772-” (一 注 15) 487f.:3.2., 今西 順 吉 教授 還暦 記念 論集 (一 注 15) 
867 参照 。 王 族 階級 と バラ モン 階級 と の 対立 に 関し て は 筆者 「 王 族 と Agnihora」 
印度 学 仏教 学研 究 , 53 一 2 2005, 947 一 941 参照 。 

4 “Spendefreudigkeif' “Hingabe” (Hans-Werbin KomrEs。Srad-dha in der vedischen und 
altbuddhistischen Literatur [Diss. Gottingen 1948], Wiesbaden 1973) : “die zum Geben 
treibende Seelendisposition” (OrpENBERc, Religion des Veda, 1894, 565, n.3 等 )。 後 藤 敏 
文 「 鐘 gg ye の 6 の 語義 と 語形 に つい て 」 (- 注 1) , 特に 577,n.2.571, 569, 562 


参照 。 
5 例え ば , RV X 151. 1 一 5 (Sraddha 讃 責 ), 後藤 敏文 「szgj4 .…」 (一 注 1) 574f 
参照 。 
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「 水 た ち 」2 ヵ gy と 「 信 」 鐘 2272- (43) 


「 水 た ち 」3aogs と 「 信 を 置く こと 」 sggg78- と の 等 置 


3.1. Pranita 儀礼 

yg な -「 信 を 置く こと , 信じ る 思い , 信頼 」 が 祭 式 執行 に 不可 欠 の 前 提 で 
ある こと は :: 奈 式 開始 時 の Re 位 入 に 端的 に 示さ れる 。 シ ュ ラ ウタ 祭 
PER476 和 人 
Ahavaniya 祭 火 ( 献 供 火 ) へ 導く 儀礼 が 行わ れる ( ヵ 74z724「 東 へ 導 か れる ( 水 
た ち )」)。「 水 た ち 」 あ gs は 「 信 」 sz2272- と 等 し く , この 儀礼 に より 祭 式 の 
成功 に 不可 欠 な gg4Z2- を 捕 所 する も の と ブラ ー フ マナ 文献 ′ に 解説 され る 。 
特に 最 古 層 に 属す る Matrayani Samhita [MS] で は szgg72- を 必要 と する 理由 
が 2 回 に わた り 詳 述 さ れる 。 

A) IV 1.4 ( 新 月 祭 ・ 満 月 祭 の 章 ) で は , 神々 と 人 々 が 祭 主 に より 「 祭 られ 
た も の 」( 放 -:「 祭 式 の 効力 」 一 3.2.) に 信 を 置く た め に 「 信 」 を 捕 所 する と 
説明 され る :「 水 た ち 」 は ! 信 」 , 「 祭 式 」 , 「 神 々 の 固有 の * (⑦⑰7yy4-) 領域 」, 「 真 
実 」 等 と 等 置 され る : 

MSP IV 1.4:5.18 一 6.6 (Darsapurnamasau, purodasa) yo2 uz sgg227z の 272 の yg 
_y の g7e (Bd. gg) 725yog 「devg7zg727 が 97 の (Ed. ev が gs の ) 7 が syg 5797 gg が 2 の. gp の 7 
p72z2yg の 。 の o v27 37gdgd62. 7gg が 2 ev47257yg yg7o 太 か o yo 訪 の yg 訪 の 7 放 れ 6 
の 7 の cg7 の の. PO devg72272 の 7 の 7 の 272. の ev27 の 7 が の 7277 の 52772 P7G7DDG の 7 の C の 7 の. 9 の PO 
SG の 7 の 72 . 57 の 72 eV972 の 7 yg の 太 . DO 7 ん sog777. 72 ん sy の 72 pg の が の の . の の の O vV の 77O. vg77 
27 の が Py の yg の 7 の が 77 が 7 の 2. 2 の g カ 7ggd2 が 2. 9747 72yyg "gev27 5727 の 7572 7572yg 
dg が 7e. DsygiD の 放 77s2 eV の が Du の V2 の P の 7 pr の yg が (ev77 の の o ”g7eg70 作 ) 大 yg 放 の 7 
eg の 7 の 7 の yg77. 


「 信 を 置く こと 」 を 捕捉 せ ず に 祭 主 と し て 祭る な ら ば , 彼 に よっ て 祭 ら れ た も の 


6 土井 美幸 , 大 阪 大 学 文 学部 卒業 論文 「Chandogya-Upanisad に お ける 五 火 二 道 説 」(1996 
年 1 月 ) p.10n.6 が 基本 的 な 部 分 (: 3.1, 3.3.) を 既に 指摘 し て いる 。 

7 半 ヤ ジュ ル ザ ヴェ ー ダ 散文 お よび 「 プ ラー フ マ ナ 」 と 題する 文献 奇 。 

S  p7y の - に つい て は , T. Goro, “Puraravas und UrvaSi′ aus dem neuentdeckten Vadhula- 
Anvakhyana (Ed. IkAsD ” (Anusantatyai. Fs.Narten,。 2000, 79 一 110), 87f.. 「 新 資料 
Vadhala-Anvakhyana の 伝え る 『Puraravas と Urvasi』 物 語 」 (神子 上 恵 生 教授 寿 記 
念 論集 「 イ ンド 折 学 俺 教 思 想 論集 」, 2004, 845 一 868), 860f 参照 。 

9 すなわち , 42 十 Az 十 gsygi Ed. 74222yyg (写本 ygsyg, 72dgsy9, 7 の yy) 。 
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(s42-) に 神々 と 人 間 た ち は 信 を 置か な い の だ 。 水 た ち を 東 へ と (Ahavanrya 祭 火 
へ と ) 導く (運ぶ ) 。 水 た ち が 「 信 を 置く こと 」 な の だ 。 他 な ら ぬ 「 信 を 置く こと 」 
を 捕捉 し て か ら 祭 主として 祭る こと に な る 。 水 た ち が 祭 式 で ある 。 祭 式 を (織物 の 
縦糸 と し て ) 張っ て か ら 「[ 人 は , また は , アド ヴァ リュ 祭 官 は ] 東 に 移動 する 。 水 
た ち が 神 々 の 固有 の (pyyy2- 一 注 8) 領域 で ある 。 神 々 の 固有 の 領域 を 東 に 導 

て か ら [人 は , また は , アド ヴァ リュ 祭 官 は ] 東 に 移動 する 。 水 た ち が 真 実 で ある 。 
他 な ら ぬ 真実 を 捕捉 し て か ら 祭 主として 祭る こと に な る 。 水 た ち が 届 損 力 を 打ち 砕 
くも の で ある (- 5.3.)。 届 損 力 を 打ち 砕く た め に [で ある ]。 水 た ち が 梶 棒 (47 ヵ 4- ) 
で ある 。 梶 棒 を 競争 相手 た ち に 対し て 打ち つけ る 。 打 ちの めす た め に [で ある ]。 
水 た ら が 「 信 を 置く こと 」 で ある 。「 信 」 を , つま り (72), 神々 が , 「 信 」 を 人 間 
た ち が , 役 に よ っ て 祭 ら ちら れ た も の (5 ぬ -) に 置く 。 こ の よう に 知っ て いる [ 祭 主 ] 
の 水 た ち を , この よう に 知っ て いる [ 祭 官 ] が 東 へ と 導く な ら ば 一 「 天 に 属す る 
(女神 で ある ) 水 た ち よ , 先頭 に お いて 行く 者 た ちよ , (先頭 に お いて 導く 者 た ち 
よ , この 者 の 祭 式 の 先頭 に お いて , 東 へ 行け )」" と [唱え つつ ] 一 , 他 な ら ぬ 祭 
式 を 東 へ と 導く こと に な る 。 

B) I 4.10 ( 祭 主 の 章 ) で は , 「 信 」 を 捕捉 せ ず に 祭 式 を 行え ば 祭 主 は 「 よ り 
悪い 状態 」 に な る こと , 「 水 た ち 」 テ 「 信 」 は こと ば ( 祭 詞 ) で は な く 思 
よっ て の み 捉 えら れる こと が 説 か れる 。 ほ ぼ 同 じ 文 が NMR ( ア 
クセ ント 表記 を 欠く ) に も 現れ る : 

MSPi 4,10:59.2 (Yajamana) ^ KSP XXXIL 7:26.15 y6 27 57ggg727 の 7272 の yg の 7e 
2Py7z の 2 の の. の の v97 37oggd が 2. 2 vc の sg7y77e 22 y の 5 の -. 4 が 2 e 廊 vcg7 
6d777 67 D27727 が 2. 7 の 75 7 が 7 が 70697 が 77 の y gpO g7722 (KS gs777sygz yy2 の ) 2 
727777 7 の 5 の の 7yZye/ 

「 信 を 置く こと (5zzgg2-)」 を 捕捉 せ ず に 祭 主 と し て 祭る な ら ば , [その 者 は ] よ 
り 悪 く な る の だ 。 水 た ち が 「 信 を 置く こと 」 な の だ 。[ 水 た ち は ] - こ と ば に よっ て 
つか まえ られ な い , [つま り ] 祭 詞 に よっ て は は 。 こ の 女性 た ち は こと ば を 越え て 溢 
れる , 堤 を 越え て [ 沙 れ る ]。 し か し , 思考 を 越え て は 溢れ な い 。 水 た ち を つか お む 
(KS : つか も うと する ) 場合 に は [いつ で も ] これ (「 信 を 置く こと 」 rg を ) 

を 思考 に よっ て 今 す べき で め あ の 。 


10 mantrra: MST14: 2.12f. 2 か の の o "gregzyO 「g7ezDyO "eg7e sy ya 訪 の 5yg p7e7g KS 1 
11:5.19。 Cf ManSrSat2.112: 5,.21: 8.4.3。 
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「 水 た ち 」 ゐ あ zs と 「 信 」 szg472- (45) 


Taittiriya-Samhita [TS] 願望 祭 に お ける 祭 主 の 章 は , MSP の A) を 継承 し つつ , 
B) (CKS り 9 に お ける 「 水 た ち 」 を 「 思 考 」 ヵ gzs- に より つか まえ る 議論 を 引 
用 する 『。Taittirrya-Brahmana [TB] 皿 241" は MsSy の A) を 簡略 化し , 「 祭 主 
が 信 を 捕 所 する こと に より , 神々 ・ 人 々 が 彼 に より 祭 ら れ た も の に 信 を 置く 」 
と いう 議論 を 省く ぐ 。 

他方 , 同 儀礼 に に 了 し 侍 が 唱え る 『 マン トラ (TP" mm 74) で は 「 水 た ち 」 
は 「 信 」 を 補 捉 する た め の 手 段 ・ 道 具 と され る : 


y2 の の 747 の 5727 797 の 27 ガ | 2 の 277S727 5 の 7y725 cg y の 7 | 


2 の 7 os の gy77 が 2 の 廊 | yg が の y 訪 の の gp7e | 
前 方 へ と 流れ 進む , 上 方 へ と , また , すべ て の 方 向 へ と [流れ 進む ], 太陽 光線 を 
清め 具 と する " 彼女 た ち ( 水 た ち ) に より , 「 信 を 置く こと 」 を , 祭 式 を [私 は ] 


11 TSpI6.81 一 2 (Aistikayajamanavidhi, Yajmayudhasambhrti) y6 ygz 37ggg が 2 の 27o の yg 
ーー 27e ヵ 2syes72yg 5769 gg7e. 27 p72 gyg が . 7ogg4 4 の 270 二 Y427///777/ 度 72742727/577 
- の 62 yg72. MP の ye "syg の ev の 72745yO 7572y9 5769 の gg7e. 2 2 7 Ve72 D の 7727 
eg が 。 977 VCG7 が . の の 72O VZV2772 27726g が 7777 4795 の 7 の 7 の 97 の 72 の 7 7 の 7 の が. 1/ 
「 月 20774277/777/ の 7 の 7 の YO な. の 5 ん ggy77 の yg が 導 ee vegg.「 信 を 置く こと (57zg24-)」 

を 捕捉 せ ず に 祭 主 と し て 祭る な ら ば , 彼 に より 祭 ら れ た も の (:s2-) に [神々 ・ 人 々 
は ] 信 を 置か な い の だ 。 水 た ち を 東 (lei 祭 火 )、 人 へ ふま 導く 。 靖 き る 「 信 を 置 
AO の だこ 條 の 「 信 を 置く こ 6 を 捕捉 し て か ら 祭 ミ 式 に り 祭 主 と し て 
祭る こと に な る 。 枯 を し の 時 2 電 せ より 新た の 0 1 < 信 を 置く 。 
それ に つい て [人々 は 」] 言っ て いる : 「 こ の 女性 た ち ( 水 た ち ) は 堤 を 超え て 流れ 
ui る の た だ, 言葉 を 超え て 。 実に 思考 (z2zzs-) 千 この 女性 た ち が 超 えて 流れ る こと 
_ は 無い の だ 。 思 考 に より [ 水 た ち を ] 東 に もど 
ggg4-) な の だ (一 2.)。 他 な ら ぬ これ 7 < より 当 の 女性 た ち -( 水 た 
ち ) を 東 に 導く こと に な る 。 こ の よう に 知っ て いる 者 ( 祭 主 ) は , こぼれ 出 な い 供 
物 を 持つ 者 と な る 。 「 「 ' 呈 0 「 
12 のみ の pr2zoyg の .。 gg の 6 みみ あの. 7ogg72 ev の 7 の の yg の 7 の yg の 7 の co7g な の ググ 
pr2zgyg の . yg7 が の v2 の 27 … か o vs の 2 dey2727. の ey の 72 6 の 7 の yg prg77DG の 7 の cg77.。 
1 水 た ち を 東 へ と (Ahavaniya 祭 火 へ と ) 導く (運ぶ ) 。 水 た ち が 「 信 を 置く こと 」 
な の だ 。 他 な ら ぬ 「 信 を 置く こと 」 を 捕捉 し て か ら , [ 水 た ち を ] 東 に 導い て か ら , 
[人 は , また は , Adhuvaryu 祭 官 は ] 東 に 移動 する こと に な る 。 水 た ち を 東 へ と 導 
く 。 水 た ち が 祭 式 で ある 。… 水 た ち が すべ て の 神格 た ちな の だ 。 他 な ら ぬ 神格 た 
PC 62 NII 笛 旨 は 東 に 移 
bn 動 ず る てこ と に な る 。 ( 
19 ApSS TV 44 BandhSS 1:34.3E 参照 。 
14 水 の 和 迷子 た ち は 太 陽光 線 を 経路 と し て 宇宙 を 衝 困 する 4.2 2)。 
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補 捉 する 。 

Yajurveda 散文 に お ける 「 水 た ち 」 と 「 信 」 と の 等 置 に は 論理 の 飛躍 が あり 
解り に くい が , マン トラ に お ける 「 水 た ち に より 信 を 補 捉 する 」 と いう 答 理 は 
自然 で ある 。 後 述 ( つ 4.3.1.) の よう に , 「 水 た ち 」 は 永遠 に 宇宙 を 循環 し な 
が ら も その 人 本質 を 変え ず 不 滅 で ぶる こと か ら , 「 真 実 」 を 象徴 する 。 先 に (一 
2.) 述べ た よう に , 「 信 じ る こと 」 は 「 真 実 で ある と 認識 する こと 」 に 他 な ら 
ず , 「 信 」 と 「 真 実 」 と は 表裏 一 体 の 関係 に ある 。 従 っ て , 「 信 」 は 「 真 実 」 に 
よっ て の み 捉 える こと が で きる 。「 真 実 で ある 水 た ち に より 信 を 捉え る 」 と い 
う 考 え 方 が 先 に あり , そこ か ら 「 水 た ち が 信 で ある 」 と いう 等 置 が 導 か れ た と 
推測 され る 。 


3.2. Kesin Darbhya の 教え 

祭 主 に より 「 祭 られ た も の 」zs4- O①g7 の 過去 分 詞 ) 【 に より 天 に 運ば 
れ て > 42), 「 祭 られ た 祭 式 の 効力 」 と し て 蓄積 され , 死後, こ 上 昇 し た 
祭 主 と 合体 し , 天界 で の 彼 の 生存 基盤 と な る 。 祭 主 に より 祭 官 に 「 与 えら れ た 
も の 」p 娘 - (pg77 p7z な 7 の 過去 分 詞 ), すなわち 「 布 施 の 効力 」 も 同様 で あ 
る (っ 4.2.)。 そ の ひと の 「 祭 式 と 布施 の 効力 」jszz-pz772- が 尽き る と 天界 に 
いて 再 死 し , 地上 へ 生ま れ 変 わる 。 こ の 思想 は Rgveda [RV] ラー 
フ マ ナ に か け て 発達 し ウパ ニッ シャ ド 以 降 の 「 業 と 輪廻 」 理論 の 基盤 と な る *。 
天界 に お ける 「 再 死 」(⑦⑰zgzz-77 の z-) を 免れ て 「 不 死 」 (2zz7zg-) を 得る こと 
が ヴェ ー ダ 祭 式 の 究極 の 目的 と な り , 「 祭 式 と 布施 の 効力 」 0 
た 。 そ の た め に は , シュ ラウ タ 祭 火 を 設置 し , 長期 間 に わ た り 規 則 的 に 多数 の 
祭 式 を 挙行 し , 多く の 祭 官報 酬 を 与え る こと が 必要 と され た 。 例 えば ブラ ー フ 
マブ ナブ 文 貞 最 古 層 に 属す る MS I 8.6:123,18ff. (Agnihotra) に は , 次 の よう に 述 
5 の 、 | 


7 の vg7 の 7 dgdvZ7z の gy 7 の "gp772 7 が 562yg7e 5 計 72 の v27 72syg 42 の 7 が 2 27 sz77o 


15 が 7-p772- 「 祭 式 と 布施 の 効力 」 の 観念 は . BAU (Yajaavalkya の 教 説 ) や 仏教 な ど 

5 4272g7- 「 業 」, ミー マー ン サ ー 学 派 の Zzzyg- に 繋が る 。 筆者 「js72-p772- 
祭 式 と 布施 の 効力 』 と 来世 」『 今 西 順 吉 教 授 還 暦 記念 論集 「 イ ンド 思想 と 仏教 文化 」』 

鐘 882 一 662・ “Das Jenseits und な 訪 の の 42- "die Wirkung des Geopferten-und- 
Geschenkten' in der vedischen Religion”, og7zsc カ 万 7 が 5C7 7 の ge 7 の doge777 の 7757 が ん 


2000,475 一 490, 特に 476 一 478 参照 。 


まり の 


「 水 た ち 」 あ gs と 「 信 」 2472- (47) 


7272 7O272 7 の KS の 7 が D の 676 y の 7 76 ん yo が 977. 97 2 の カル 677 2 の 2g7 万 72 ん 2y2p2g7 太 6 
V2 ee "pgPg の の 772. 9D2 5 が 7 72 72 が yg72722 太 sgcg77e yg の 27z7727 p7ocy の vg7 氏 "2 
2 ブ /777202747778227777727772742779/77/27277 が 77744277 が 7 人 77/777 あ 277774777 が 07778727/7 
277 NN 4P7 が 7 725yG V2 672 ん yyy の 7 の D777277277. 
も し | 祭 火 設置 者 が ] 多く [の 布施 ] を 与え 多く [の 祭 式 ] を 祭 主として 祭っ た 後 , 
自身 の 祭 火 を [自ら の 死に より ] 取り 除く (片づけ る ) な ら ば , [ 彼 の 祭 式 と 布施 
の 効力 Gspz2-) は 彼 の 死に より ] 消 減 し な い の だ 。 そ の よう な も の と し て それ 
(Gs2p777-) は 彼 に 帰属 する の だ 。 祭 主として 祭っ た 善行 者 た ち は あ の 世界 に 到達 
する の だ 。 星 た ち で ある な ら ば , それ ら は この 者 た ちな の だ 。 [人々 が ] 「 光 が 落ち 
た ぞ , 星 が 落 ち た ぞ 」 と 言う 時 , その よう な も の ( 星 た ち ) と し て この 者 た ち が 落 
ちる の だ 。[ あ の 世に ] 到達 し 洋 在 し た 後 , あの 世 か ら 去 る 時 は 常に (また は : 去 
る や 否や ), 彼ら は それ ぞ れ [自ら 得 た ] 世界 に 応じ て この 世に 従う 。 他 方 , も し 
多く [の 布施 ] を 与え 多く [の 祭 式 ] を 祭 主 と し て 祭り , Agnihotrra を 献じ , 新 月 
満月 祭 を 祭り , 季節 祭 に より 祭り , 多く の Sattrra (バラ モン の み に 許 され る 特殊 な | 
ソー マ 祭 ) を 行う な ら ば , 彼 に は , これ ( 祭 式 と 布施 の 効力 ) が 不滅, 無限 の も の [ 
と し て 唱 属 する の だ 。 
一 度 し か 祭 式 を 行わ な か っ た 祭 火 設置 者 は , 死後 に 天界 に 上 昇 し て も , 自ら 
「 祭 式 の 効力 」 が すぐ に 尽き ぎ , 「 再 死 」 し て 天界 か ら 転落 する こと を 恐れ る 。 
その よう な 祖 霊 が 黄金 の 鳥 の 姿 を 取り , 子孫 で ある 祭 官学 者 Kesin Darbhya に 
「 一 度 だ け 祭 られ た 祭 ミ 式 の 効力 の 不滅 」 を 尋ね る エピ ソー ド が ブラ ー フ マナ に 
残る 。 た と え 一 度 だ け で も 「 信 を 置き つつ 祭る な ら ば 」 そ の 祭 式 の 効力 は 不 減 
で あり , その 不滅 は 「 諸 世界 と 体内 の 水 た ち の 不滅 」 に より 保証 され る こと を 
Kesin Darbhya は 教え る : 
Kausitaki- Brahmana VT 4 (Bd. SAsw。 VI 6) | ソー マ 祭 の 潔 斎 Diksal gz ん Az 


_ 97292 の sg ん 7757257 の 577. sg JO 57 の 927277O y の 7276, 725yes7277 7 ん s7yg72. の の の ん y7 が か 
yg 7 の の 5 7O ん es。 YS Ce77 の の の 77y2772 の 772. の YO 7 の アア の ん 5777 7 が DP27 9776, 72yye37272 7 の 
KSI72. @7277 7 ZD の 727 ん e57 27 の yo 7 の 72726y の y Sg の 272027772000772777// の 7 の VC の . 

次 に , 周知 の 如く , 他 な ら ぬ 「 信 を 置く こと 」 が , 一 度 だ け 祭 られ た [ 祭 式 の 効力 ] 
(xs2-) の 不滅 で やる 。 も し 人 が [ 祭 式 の 効力 に ] 信 を 置き つつ 祭 主 と し て 祭る な ら 
ば , 彼 に よっ て 祭 られ た 【[ 祭 式 の 効力 ] は 滅 し な い 。 不滅 と は 水 達 で ある , これ ら 
諸 世 界 に 存在 する これ ら 【[ の 水 達 ] と 自身 に 関わ る (体内 に 存在 する ) これ ら [ の 
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水 達 ] と で ある と ころ の 。 そ こ で , 不滅 が 私 に (の 中 に ) 存在 する と 知っ て いて 祭 
主として 祭る な ら ば , その 人 に よっ て 祭 ら れ た 【 祭 式 の 効力 ] は 滅 し な い 。 他 な ら 
ぬこ の | 不 減 ] を , また , つま り , その 時 , Kesim Darbhya は 黄金 か ら 成る 鳥 に , 
一 度 だ け 祭 られ た 【[ 祭 式 の 効力 ] の 不滅 と し て 公言 し た 。 


353: 岳 火 二 道 説 7 

古代 イン ド に お ける 「 輪 廻 」 理 論 の 一 展開 形 と し て 有名 な 「 五 火 二 道 説 」 は , 
前 半 の 「 五 火 説 」 で 「 人 が どの よう に 発生 する か 」 と いう 主題 を , 後半 の 「 二 
道 説 」 で 「 人 が 死後 どこ へ 行く の か 」 と いう 主題 を 扱う 。 ウパ ニシ ャ ッ ド に 
ま ぼ 同 一 の 2 伝承 が ある が (Brhad-Aranyaka-Upanisad [BAU] VI 2.1 一 16, 
Chandogya-Upanisad [ChU」 V 3.1 一 10.1), いずれ も 「 信 を 置く こと , 信じ る 思 

信頼 」 yzZZ2- が 「 水 た ち 」 あ gs で ある こと を 前 提 と する 。Pancala 王 

Pravahana Jaivali が 若い バラ モン 学者 Svetaketu に 5 つの 質問 を 発する こと か ら 
まる 

1) 「 生 き 物 た ち は こ の 地上 か ら 去 っ て どこ へ 行く の か 」 

(2) 「 ど の よう に し て 彼ら は 再び [地上 へ ] 戻っ て くる の か 」 

(3) 「 神 々 の 通る 道 ⑦⑰gz2- evgygzg-) と , 祖 霊 た ち が 通 る 道 ⑰zz 刀 2- pyy2zg- ) 

と 二 つ の 道 に 分 か れ て 進む こと を 知っ て いる か 』『 


16 人 が 死後 た どる 道 に 2 種 あ る こと は , 既に RV X 88,.15 に 述べ られ る : ge syz7 
の 77 の 77 P777277 1 27272 dev27272 772 7 が 7 の の 272277 | 太 の y277 7 の 2 7SVg77 の 27 5 の 7 6 が | 
y29 gz の 2 p27g7 7 の 7 cg 「 父 祖 た ちの 二 つ の 道筋 OM し 
神々 の [道筋 ] と 死す べき 者 た ちの [道筋] と を 。 そ れ ら 二 つ を 通 父 ( 美 ア 
と 母 ( 地 ) と の 間 に あ る , この あら ゆる 動く も の は 共に 進む 」。 の RI 

(sg./p1) は , RV で は 「 神 々 が 祭 式 に 来 て 帰る 道 」 な いし 「Agmi が 供物 を 神々 に 
運ぶ 道 」 を 意味 する 。AV XVIII 4.62 一 64 で は , p2z772- py2zg- は 「 祖 霊 が 毎月 の 
_ 祖 霊 侍 に 来 て 帰る 道 」 を 指す 。gevgy2zg- 「 神 々 が 往来 する ( 道 ・ 世 界 ) 」 と yzg- 
[ 祖 霊 た らち が 往来 する ( 道 ・ 世 界 )」(sg./pl.) に 関し て は 更に 次 の 例 を 参照 : AV V 
_18.13 ⑦ 訪 y2zg- /o 娘 - 「 祖 霊 た ち が 行 き 来 する 世界 」), VI 117 9 (degy2n2 47277 が Cg 
cg)。XII 2.10 (pg が め pg … の evgy2zg が )、 XV 12.5⑫7 26727727/( 和 777277/ 
2 が 79 eygy2zg7) て 9 (否定 文 ) , XVIHT 4.62 (sgzzp772 訪 pg めか y2g 記 ), MSp 
IV 2.1 : 22.14ff.(「 神 々 の 視覚 で ある 太陽 」::「 祖 霊 た ちの 視覚 で ある 月 」ー geygyzg- 
p6 の 7 が 2- :: py の 2 の - P の 27 の -) , SB- MT9.3.2 ( 祭 火 か ら 太 陽 へ 通ずる 道 pz が 2- が 通る 
人 の 資格 次 第 で devgy6xg- に も py み zg- に も な る , [ 注 15 に 挙げ た 筆者 “Das Jenseits 
und な -p77- …” 478.『 今 西 順 吉 教 授 還 暦 記念 論集 』876f. 参照 ])。 ' 


0 テ 
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4) 「 ど の よう に し て , あの 世界 は 一 杯 に な ら な い の か 」 

(5) 「 ど の よう に し て , 5 番目 の 献 供 に お いて , 水 た ち が 人 の 言葉 を 持つ 者 と な る の 
か (Q①2 が 2 pcG727 の 77 6 の pg 7745 の POC の 5 の の 2yg7 が ) 」。 

この 質問 に 答え られ な か っ た Svetaketu は , 大 学者 で ある 父 Aruni に 尋ね る 

が , Aruni も 答え られ ず , Jaivali 王 の も と へ 行き , 王族 だ け に 知ら れ て いた 知 
識 「 五 火 二 道 説 」 を 授かる 。 そ の 前 半 の 「 五 火 説 」 を 要約 する と : 

(1) か の 世界 は 祭 火 (gz-) な の だ 。 太陽 が その 栖 木 だ 。 光 線 た ち が 煙 だ 。 昼 が 炎 
だ 。 月 (cgz み gs-) が 糧 た ち だ 。(…… 略 ……) この 祭 火 の 中 に 神々 は 「 信 じ る 
思い 」 鐘 zg272- を 責 供 する 。 そ の 柚 供 か ら (植物 の ) 王 ソ ー マ (sozg- 太刀 7-)7 が 
28 生 する 。 

(2) Parjanya ( 雨 の 神 ) は 祭 火 な の だ 。(C……) この 祭 火 に 神々 は (植物 の ) 王 ソ ー マ 
を 濁 供 する 。 そ の 獣 供 か ら 雨 が 発生 する 。 

(3) 大 地 は 祭 火 な の だ 。(……) この 祭 火 に 神々 は 雨 を 献 供 する 。 そ の 獣 供 か ら 食 物 
が 発生 する 。 

(4) 男 は 祭 火 な の だ 。(……) この 祭 火 に 神々 は 食物 を 献 供 する 。 そ の 獣 供 か ら 精 液 
が 発生 する 。 

5) 若い 女 は 祭 火 な の だ 。(……) この 祭 火 に 神々 は 精液 を 献 供する 。 そ の 献 供 か ら 


胎児 が 発生 する 。 これが, 5 番目 の 献 供 に お いて 水 た ち が 人 の 言葉 を 持つ 者 と な る , 


と いう こと で ある 。 

神々 が 信じ る 思い 22422- を 献 供する 」 こ と を 起点 に , 5 段階 の 祭 火 へ 
の 責 供 を 経て , 最後 に 胎児 が 発生 する 。 こ れ が MR 
と な る 」 こ と を 意味 する 。 し か し , 神々 の 献 供 の どこ に も 「 水 た ち 」 は 言及 さ 
れ て お ら ず , 「 信 じ る 思い 」 szgZ2- が 「 水 た ち 」 gs で ある こと が 暗黙 の 前 
提 と され て いる 。 「 

Jaiminiya-Brahmana [JB] {45 (Agnihotra) に は 五 火 説 の より 古い 形 が 見 られ 
659 


17 sg- は 覚醒 ・ 興 稚 作 用 を 持つ 植物 (麻黄 ephedra と 推測 され る ) の 絞り 汁 で , 祭 


式 の 供物 で あり , 祭 式 の 参加 者 に よっ て 喫 飲 さ れ , 神々 の 「 不 死 を も た ら す 飲み 物 


(ambrosia) 」 gz7g- と され る 。 王 ソー マ と いう 呼称 は 当該 植物 の 絞り 汁 の みな ら ず , 


天空 の 月 に 対し て も 用 いら れる が (一 4.2., 注 28 一 35), 当該 箇所 で は 月 は 
cgz の gz265- と 呼ば れ , 植物 の 絞り 汁 で や る ソー マ と は 区 別 さ れ て いる 。 


AUP1oo 
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の 5 の V の 8777 VS の 7 の 7O YO 65 の 7 の PG7 | .… 72572777 672S727272 2677 DO7SV272 の 7 7 
の ev 777772 の PO 力 /7V の 7 | 725y2 777e7 2 太 y27 SO72O 7 の 太 sg7 が の vg が | .… syyo vV 9g777 
V7SV272977 | .… 7257277 672572 が 7 987297 VO が SV の 7 の 76 7g727 の ev 7e7O 7 が vg が 7 | 72syg 
gz7e7 72 の 7 77275 の 5 SO72 の gyo が 昌 
この 周知 の 熟し て いる も の (太陽 ) , これ が 全て の 人 々 に 属す る 火 (「 普 遍 火 」 2gz- 
ygzsvgzg7g-) な の だ 。… その よう な この 普遍 火 に , 日 々 , 神々 が 不死 の 飲物 (Zzz 
acc. Sg. n.) で ある 水 た ち を (opgs acc. pl.f) 献 供する 。 そ の 供物 が 献 供 さ れる と 
それ か ら (植物 の ) 王 ソー マ が 発生 する 。… 女 が 普遍 火 な の だ 。… その よう な 
この 普遍 火 に , 日 々 , 神々 は 精液 を 献 供 する 。 そ の 供物 が 献 供 さ れる と , そこ か ら 
人 が 発生 する 。 
JB は 最初 の 供物 を 「 水 た ち 」 と 明言 し て いる 。 ウ パニ シャ ッ ド に お いて 「 水 
た ち 」 が 「 信 」?zg72- に 置き 換え られ て いる こと は ,「 水 た ち 」 あめ gs と 「 信 」 
ggg2- と の 等 置 が 既に 確立 し て いた こと 示す 。 


一 JB の 五 火 説 は Janaka 王 の 五 火 説 (Sathapatha-Brahmana [SB], Madhyandina XT 6, 
2, Kanva XII 6.2) を 基 に 改作 され た と 推測 され る 『。Janaka 説 で は 人 が 地上 で 祭 火 
に 貢 ず る Agnihora の 供物 (熱さ れ た 牛乳) が 起点 と な り , 中 空 , 天 , 地 , 男 , 女 
と いう 諸 祭 火 を 経て 男子 が 産ま れる 。 い ずれ の ヴァ ー ジ ョ ン で も 五 火 説 は , 水 ( 供 
物 ) が 宇宙 を 循環 し 生命 を 発生 させ る と いう 思想 (-* 4.2.) を 基盤 と する 。 

ー 「 二 道 説 」 で は 人 が 死後 に た どる 二 つ の 道 (2evgyazg- と py2zg-) と し て , 水 ・ 
光熱 ・ 生 命 エ ネル ギー の 循環 に 関す る 太陽 系 統 の 理論 と 月 系 統 の 理論 と ( つ 4.2.) 
が 融合 ・ 発 展 し て いる 。 


「 水 た ち 」 32pgs 
水 た ち が 「 信 を 置く こと 」 と 同一 化 さ れる 基盤 に は , 自然 観察 に よる 「 水 の 
属性 」 の 知識 が 想定 され る 。 特 に 「 水 の 循環 」 に 関す る 理論 が 大 き な 役 割 を 果 
2 の 生じ の 。 


18 筆者 “ur Entstehung der Funf- Feuer-Lehre des KGnigs Janaka”, Akten der 27. Deutschen 
Orientaihstentages。 2001, 157 一 167 : 2 が 272-K2 娘 27 gg7 娘 o7272 7 が 2 一 Janakas 
Trickfrage in SB XI 6.2.1", Anusantatyai. Fs. Narten, 2000, 231 一 252 参照 。 
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古 イ ンド アー リヤ 語 に は 「 水 」 を 表す 実体 詞 が 複数 存在 する 。 そ の 中 の 
ー つ は , 中 性 名 詞 22z- の *z の み -) (主として RV) と その 拡大 形 2z2- (RV 
以降 も 一 般 的 に 用 いら れ 続 ける ) で , 「 物 質 と し て の 水 」 を 意味 する 。 こ の 語 
は 接尾 辞 に ヵ と の 交替 を も つ 印 区 祖語 に 遡る 物質 名 詞 で (nom. *22.7。 gen. 
*ze の - ヵ - ゞ 9),。 英語 ger, ギリ シャ 語 gz 等 と 同 起源 で ある "。 中 性 名 詞 ヵ 7- 
(RV 十 , 後に は yz-) も 物質 的 な 「 水 」 の 意味 で 用 いら れる ( 他 の 印 欧 語 
は 「 雨 水 」 の 意味 も 見 られ る )?。 

他 の 代表 的 語 革 は 女性 名 詞 - ( 印 欧 祖語 *ep-) で , 通常 は 複数 形 (nom. 
あめ g) で 「 生 き て いる 水 た ち 」, すなわち 「 精 神 を 備え て 活動 する 生命 体 の 集 
合 」 と し て の 水 を 意味 する 。 こ の 「 生 き て いる 水 達 」 は geyi_ 「 天 に 属す る 」 
神 的 存在 の 女性 集団 と され , ヴェ ー ダ 祭 式 に お いて 重要 な 役割 を 果たす 。 

物質 と し て の 「 水 」( 中 性 単数 2 ヵ -。 z22A2-, 7-) と 神格 と し て の 「 水 た 
ち 」(2gs) と は ヴェ ー ダ 文献 で は 明確 に 区 別 さ れる が , 時 代 と と も ( に 両 概念 
の 境界 が 曖昧 に な り , みあ - の 語 が 廃れ る と と も に 3, 「 水 」 は 主として 2 
で 表 さ れる よう に な る 。 「 天 に 属す る ( 神 的 ) 女性 」 と し て の 水 の 性 格 は Z ヵ sg725- 
こ 受 け 継 が れ た 可能 性 が ある (一 注 26 Urvasi). 


4.2. 水 の 牡 環 

古代 イン ド に お いて 「 水 の 循環 」 は, 「 太 陽 ・ 火 の 光熱 力 の 循環 ヵ 」 お よび 「 生 
分 主体 (2sz-, gz- 等 の 語 で 表現 ) の 循環 」 と 結合 し , 壮大 な 「 水 , 光熱 , 
生命 エネ ルギー の 循環 」 理 論 を 形成 し て いる 。 


19 MAyRnorEs, Btymologisches Worterbuch des Altindoarischen,T 215 s.vy. (1988) 参照 。 

20 MAysgoEgs, 同書 IL 544f. s.v. (1995) 参照 。 

21 Pai 語 で は , 女性 名 詞 複 数 形 os に 対応 する 中 性 名 詞 o (nom. sg.) お よび , そ 
れ か ら 二 次 的 に 派生 し た 男性 名 詞 z- 「 水 」(sg.p1.) が 用 いら れ , 複合 語 前 肢 に 
は po-, の pg- の 両 形 が 現れ る : ああ o- 太 yg-「 水 の 集合 体 」 は 7 元素 ( 地 ・ 水 ・ 光 熱 ・ 
風 ・ 楽 ・ 苦 ・ 生 命 ) の 一 つと し て 「 水 と いう 元素 」 を 意味 する , A Crical Ph 
Dictiionary IT 85f., 105 参照 。Ardhamagadhi で は 男性 名 詞 az-「 水 」(sg./p1.) と し て 
活用 する (Pscngr 8S355)。Jaina 教 で は az-2yg- (更に az- 婦 ygyg-, 2z- 太 yg-) の 語 
義 は 「 生 き て いる 水 た ち の 集合 体 」 か ら 「 水 に 棲む 生物 の 集合 体 」 へ と 転換 する ( 渡 
辺 研 二 氏 と 河崎 豊 氏 の 教示 に よる )。 

22 1994 年 に , 日 本 印度 学 仏教 学会 (輪廻 転生 に お ける 生命 エネ ルギー の 摂取 ・ 流 入 
の 理論 に つい て 」) と , イン ド 思 想 史学 会 ( 五 火 二 道 説 成立 の 背景 )) に お いて , 
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水 は 天 か ら 雨 と し て 大 地 に 降り , 地下 に 潜り 泉 と し て 湧き , 河川 と し て 流れ , 
湖沼 を 作り , 海 に 注ぎ , 或いは 生物 の 体内 に 入り 排出 され , 再び 蒸気 と な っ て 
中 空 か ら 天 に 上 昇 し , 永遠 に 宇宙 (マク ロコ スモ ス と ミク ロコ スモ ス ) を 循環 
する 。 基 本 的 に は , この 循環 の 起点 は 太陽 で あり , 太陽 が 水 を 吸収 し 放出 する 
と 理解 され た 。 太 陽 か ら 大 地 に 降り 注 が れ た 水 は 太陽 な いし 火 に 熱さ れ て , 中 
空 で は 光り 輝く 圭 い 水 の 粒子 (zzc- そ 複数 形 ) と な り 太 陽光 線 (zz 
復 数 形 ) を 経路 と し て 上 昇 し (-~ 3.1. 末 : TBF 7.4), 太陽 に 吸収 され る 。 
同様 に , 祭 火 に 注 が れ た 供物 (牛乳 , 浴 か し バタ ー, ソー マ の 絞り 汁 な どの 液 
体 を 代表 と する ) も 祭 火 の 道 を 通り 太陽 に 至る 。 こ の 太陽 と 祭 火 を 軸 と する エエ 
ネル ギー の 循環 理論 は イン ド 古 代 思 想 の 根幹 に あり 前 述 の 「 五 火 説 」 (一 3. 
3.) の 基盤 を な す 。 

水 は ま た , 植物 に 吸収 され , 動物 に 飲ま れ , すべ て の 生物 の 内 部 を 流れ , 排 
出さ れ , 外界 と 生命 体 と を 繋ぎ , 生命 力 を 与え る 。 活力 , 滋養 の 供給 か ら , 無 
病 , 長寿 を も た ら す 薬 (esg2-), 「 不 死 を も た ら す 飲物 (ambrosia)」 gg- 
と 見 な され る ( つ 6.2.,.6.3.) 。 生 命 の 根源 と し て 「 母 た ち 」 と 呼ば れ (gzp2yg7 
ー 6.2.。 27g7 っ 6.1., 6.3.), また 「 水 か ら (qp65) 男児 が 生ま れる 」) と い 


資料 と と も に 口頭 発表 : 部 分 的 要約 に つい て は , “Das Jenseits und i972- の 72777- 
( つ 注 15) 476f. 参照 : 詳細 は 別 稿 を 期す 。 「 

23 Ws, Indische Studien IX, 1865, 9 n.1 参照 。 漢 訳 仏典 の 「 摩 利 支 天 」 に 受け 継が れ 
る 。 

24 通常 , 複数 形 : 原義 は 「 革 綱 」 で , 太陽 (mdra と 等 置 さ れる ) が 地上 の 万 物 を 繋 
ぎ 操 る 「 手 綱 」 か ら 「 太 陽 光線 」 の 意味 へ と 発展 し た と 思わ れる 。 太 陽光 線 は , 神々 , 
Marut 神 群 , Visve Devah (「 一 切 神 」, し ば し ば 祖 霊 た ちと 等 置 さ れる 特定 の 神 群 , 
筆者 「 究 極 の Agnihotrra …」 [一 注 1], 478 注 20 参照 ) ある い は 「( 死 亡 し た ) 
善行 者 (kr-.) た ち 」 と 見 な され る (ご 注 25)。 

25 例え ば , RVI164, 7.47.51, AV VH 107, 1, TS" IT 3.41, VS XXXVIH6 (SB XTV 2.1.21), 
JB T 333, Mahanarayana-U 533f. (Taittiriya-Aranyaka X 63), MaitrU VI 37, Mahabharata 
XII 255, 10f., Bhagavad-Gita IX 19, Manu-Smri IT 76, IX 305, Yajaavalkya-Smrti IT 71, 
121 一 124. この 循環 理論 か ら , 太陽 が 太陽 光線 を 通じ て 万 物 に 生命 を 与え 奪う と い 
う 説 が 発展 する , 例え ば SB-M I 3.3.7f., X 5.1.4, X 5.2.3. 13, JB 359。 太 陽光 線 で 
ある 神格 た ち (一 注 24) は 光り 輝く 熱い 水 の 粒 子 た ち (⑰477cr) を 飲 お , 例え ば 
MS' IV 5.5:71.2f.(MS" 1 3.4:31.10),TSP VI 4.5.5(TS"i 4.2.1[f]), VS VI 3 一 6, SB IV 記 
1.24f 

26 RV XX 95.10 の zz 2 7Z p272277 2 の yo の 127277 me pp の 2 | 放 sfO gpO 
97 が DO が s7 の 7 の が 1prz。 - の ry の 37 7 が 7g7 777 2 | 「 私 に 望み の 物 た ち を 運ぶ と き , 稲 
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う 表 現 も 見 られ る 。 こ の 理解 か ら , 五 火 説 (一 3.3.) に お ける 「 水 か ら 胎 児 が 
発生 」 な いし 「 供 物 か ら 男 子 が 誕生 」 と いう 理論 が 展開 する 。 

他方 , 月 の 期 望 と 運行 か ら は 別 の 循環 理論 が 成立 する 。 月 は 満ち 欠け し つつ , 
毎夜 , 異な る 星 ・ 星 座 (月 宿 ヵ 2ksg7g- : 個々 の ヵ 426sg7o- は 女性 神格 ) に 近 づ 
く : 期 に は 太陽 に 重なり 夜空 か ら 消え る が , 再び 新 月 と し て 現れ る ?。 こ の 現 
象 は , 男性 神 で ある 月 が 妻たち で ある 星 ( 座 ) を 順に 訪れ て 宿泊 し *, 期 の 日 
( 夜 と 昼 ) に は 太陽 女神 Sirya の も と に 滞在 する (太陽 と の 結婚 )“ と 理解 され 
た 。 後 に は , 期 の 夜 に 月 が (太陽 で は な く ) 大 地 に 宿る と いう 説 も 生ま れる *。 
また 月 の 出没 が 毎日 平均 約 50 分 ずつ 太陽 より 遅れ , 其 に は 太陽 に 追い 着 か れる 
こと か ら , 太陽 すなわち mndra が 月 (Vrra を 象徴 する ) を 追い か け て 飲み 込む 
と いう 説 が 成立 する "。 月 の 満ち 欠け か ら は , 月 が 神々 の 食物 すなわち 「 不 死 
を も た ら す 飲物 (zz-)」 ソ ー マ (一 注 17) で ある , ある い は 月 に 蓄え られ 
て いる ソー マ を 神々 が 飲食 する と いう 解釈 も 生ま れ た “。 さら に , 死者 の 霊魂 ・ 
気 申 が 神々 の 食物 で ある 月 (な いし 月 に 貯蔵 され る ソー マ ) と 同一 視 さ れ , 新 


妻 の よう に , 飛び な が ら , 光り 瞬 い て いた 水 の 娘 (ya), 一 水 か ら (の 26), 男 
児 が 立派 に 生ま れ た よね 一 , ウル ヴァ シー は 自ら の 長い 寿命 を 全う する 」。Puraravas 
が (通例 sg72s- と され る ) Urvasi と 共に 暮らし て いた 時 の こと を 回 想 し , 自分 た 
ちの 子 Ayu (アー リヤ の 人 々 の 祖 ) へ の 言及 を 差し 挟む こと ば で ある 。 

27 筆者 「 古 代 イ ンド の 暦 と 『 易 』 (2s)」, 『 天 空 の 神話 一 風 と 鳥 と 星 』, 篠田 知 
和 基 編 , 2009, 596 一 592 (101 一 105) 参照 。 

28 月 (ソー マ 王 ) が Prajapat の 娘 で ある ヵ 4 な sg7g- た ち を 妻 と し た が , Rohini ( 牡 牛 
座 co) の み を 鶴 愛 し た 結果 , 疾病 ( [2-] y2szg- : Zysk, Medicine in the Veda, 1985 

[rep.1996], 12 一 15 参照 ) に 捉え られ や せ 衰 えた こと , 平等 に 順番 に 各 ヵ 2 ん sg7g- 

に 宿る こと に より 伯 復 し た と いう 神話 が 残る : MS II 2.7 :21.4 一 14 て KS XI3:147, 
1 一 12 TSP TI 3.51 一 3 (CArAnp, Altindische Zauberei, Verh. der Koninkl. Akademie van 
Wetenschappen te Amsterdam [1908], rep. 1976, Nr.120: Ksick。 Das Ritual der 
Feuergrundung, 1982. 24 お よび Anm.45 参照 )。 こ の 神話 の 背景 に は 妻 訪 い 婚 の 風習 
が 伺わ れる 。 

29 RVX85,1 一 6 (「 嬉 問 の 歌 」 冒頭 ) は 月 と 太陽 の 結婚 , お よび 地上 で 献 供 され た ソー 
マ を 神々 が 飲む せこ と に より 月 が 再び 満ち 始め る こと を 主題 と し , 新 月 祭 の 起源 を 示 
唆 する (っ 注 34)。 

30 例え ば , SBI6.4.5.15 (cf.T44.20), VI 2.2,16 (Prajapati 三 月 ), X1 1.1.4。 

31 例え ば , RVX55,5 AVIX10,.9,SB TI6.4.18 一 20。 更 に RVX85,18 ~ AV VH 81. 
1 (太陽 と 月 と は 追い 駆け 合う 二 人 の 子供 ) 参照 。 

32 例え ば , AV VI 81.6, AB VII 11. SBI 6.4.5.14 一 17, HI 4.2.7, XI 1.4.4, BAU VI 2.16 て 
ChandU V10.4 (一 道 説 : 一 3.3.)。 
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月 祭 の 前 日 に は 祖 霊 祭 Pindapitryajna が 行わ れる “。 い ずれ に せよ , 張 の 日 に 植 
物 の 絞り 汁 ソ ー マ (な いし その 代替 物 ) を 地上 で 献 供し , 神々 な いし mdra が 
それ を 飲む と , 天上 の ソー マ で ある 月 が 再び 太り 出す と され る \。 か くし て 月 
と 大 地 の 間 を 神々 の 食物 で あり 「 不 死 を も た ら す 飲物 (zzz-) 」 で ある ソー 
マ , な いし , 死者 の 霊魂 ・ 気 息 が 行き 来 し , それ に 応じ て 月 が 満ち 欠け する と 
いう 理論 が 成立 する \*。 

水 た ち は gz7zg- と 同一 視 さ れる の で , 水 の 循 環 に は 太陽 系 統 と 月 系 統 の 理 
論 が 併存 する こと に な る 。 前 者 は 2evgy2zg- と し て , 後者 は pyg- と し て 「 二 
道 説 」 (一 3.3.) に 融合 する 。 


33 AV VI 81.5 (月 は 死者 の 気 息 に より 自ら を 包む お ), KausU 1 2 (死者 は 月 に 行く : 死 
者 の 気 忠 に より 月 は 白 半 月 に 増大 する : 黒 半月 に 死者 を 地上 に 送り 返し 再生 させ る )。 
月 デミ ソー マ は 7e7gs- 「 精 液 」 を 与え 受胎 させ 子孫 を も た ら す と 考え られ た , 例え ば 
KRV191.16 理 IX 83.3, IX 86.39 XX 184.2 ( 新 月 の 女神 Sinivali と 受胎 ), AV VII 81.3ff., 
TBmTT 7.4.1 (Soma-Sava, ソー マ は zeog2-「( 祭 主 に ) 精液 を 置き 定め る も の 」) て 
MSP 1 6.8.9 : 103.19, SB II 4.4.18 ( 翔 の 夜 に , 黒 半月 三 Mitra が 白 半月 三 Varuna に 精 
液 を 注ぐ と 月 が 再生 ), TH 5,1.9 (ソー マテ 7ezs-), JB 1 17f. 三 50 て Kau&U I2 (満月 
か ら 新 月 まで の 間 , 月 ニモ ソ ー マ が 搾 ら れ , 男 に 精液 が 送り 込ま れ , 受胎 ), BAUI 5, 
15 ( 萌 の 夜 , Prajapati の 16 分 の 1 が 生物 に 入り 込み , 翌朝 に 誕生 )。 

34 RVX85,4f. (一 注 29), MSI6,9 : 101.55ff. ( 新 月 は 神々 の s42zs-, 即ち , ソー マ 祭 

で 祭 官 達 が ソー マ を 飲む 小屋 : 満月 は 神々 の yz が 2-, 即ち , 穀物 祭 ・ ソ ー マ 
祭 の 供物 の 材料 を 積ん だ 荷車 ), SB I 6.4.5 一 8.15 (szzz2yy2-)。 体 系 化 さ れ た シュ 
ラウ 久 祭 式 で は 新 月 祭 の 主要 供物 は 満月 祭 と 同様 に パン ケー キ pzog25g- で あり , 
特殊 な 新 月 祭 で は 酸 乳 222z- と 生乳 の 混合 szzzzzyy2- が ソー マ の 代用 と し て mdra 
に 責 じ られ る 。RV 以来 の 月 と ソー マ の 同一 視 は , 起源 に お いて 新 月 祭 に ソー マ が 
貢 供 され た 可能 性 を 示唆 する 。 移住 に 伴い , ソー マ (麻黄 ) の 入手 が 困難 と な り , 
ソー マ が szzyy9- で 代用 され , 更に , 満月 祭 と 同じ 供物 (パン ケー キ zzoggsg-) 
こ 置 きか えら れ た か と 推測 され る 。 新 月 祭 の 献 供 と szzzzzyy2- の 問題 に 関し て は 
西村 直子 『 放 牧 と 敷き 草刈 り 』, 2006, p.43 一 45:3 一 1. 参照 さら に 祖 霊 祭 と ソー 
マ 責 供 と の 関係 も 注目 され る : RVX 14 一 18 「 死 者 の 歌 」 等 に 見 られ る 祖 霊 へ の ソー 
マ 献 供 , 祖 霊 へ の sozy2- と いう 呼称 。 祖 霊祭 に お ける s2zzg- 772 の 77- (AV XVII 
4.72 等 ) へ の 油 供 ,「 期 に 月 ニテ ソー マ を 祖 霊 に 与え る , ソー マ は pzzgeygp み - で あ 
る 」(SB IL42.12) 。 

35 例え ば , RVX85.1 一 6, AV VII 81.1 一 6, VI 10.19f. SB {6.4.15 一 18. HI 4.4.18 一 20, B 
I17fE 三 50,.BAUT 5,15, KausU 1 2。 


「 水 た ち 」8 あ gs と 「 信 」 szgg76- (55) 


4.3. 水 た ち の 属性 と 「 信 」 syggg7 み - 

4.3.1. 水 た ち は 諸 世 界 と 生物 の 体内 に 遍 在 し , 形態 を 変え な が ら 常 に 流動 し 
つつ , 永遠 に 宇宙 を 循環 し て いる が , その 本 質 を 変え ず , 消滅 し な い 。 こ の 理 
解 か ら , 「 不 死 」gzzg-, 「 不 滅 」 4ksp-, 「 真 実 (真実 在 )」szp4- の 観念 が 導 
か れる 。 前述 の よう に ( つ 2.), 「 信 じ る 」 こ と は 「 真 実 で ある 」 と 認識 する 
こと に 他 な ら な い 。「 真 実 」 で ある こと が 「 信 じ る こと 」 の 根拠 で ある 。「 真 実 
で ある 水 た ち に より 信 を 捕捉 する 」 と いう Pranita 儀礼 の マン トラ は 自然 な 発 
想 で ある 。「 真 実 」 と 「 信 じ る こと 」 は 表裏 一 体 で ある と いう 考え 方 か ら , 「 真 
実 」 で ある 水 た ち と 「 信 じ る こと 」 gz72- の 等 置 が 導 か れ た か と 推測 され る 
(たき.8.)。 ' 


4.3.2. 水 た ち は 人 の 支配 を 越え て 講 放 不 軸 に 流れ , 災害 を 引き 起こ し , 体内 
で は 病気 を も た ら す 。 夜 も 休ま ず , 同 方 向 に 流れ , 様々 な 音 を 立て , 一 定 の 場 
所 で は 水平 と な る 。 こ の よう な 特性 か ら , 次 の よう な 能力 を 持つ と され る : 常 
に 目覚 め て いて , すべ て に 気づき \, 相互 に 連絡 を 取り 合い , 協力 し て 万 物 を 
臣 視 する : 邪悪 な か ら 守 護 す る と 同時 に , 「 信 頼 」 を 裏切る 者 を 処罰 し , 「 契 
約 ・ 交 い 」 を 保証 する 。 水 た ち を 証人 と し て 碧 う , 契約 する と いう 侍 習 が 古く 
か ら 存 在 し (> 5.4.), 「 水 た ち 」 と 「 信 を 置く こと 」 と の 等 置 を 促進 し た と 推 
測 さ れる 。 


5 . 水 た ち (gs, 後に は zgg&4-) の 祭 式 , 儀礼 に お ける 他 の 役割 に 関し て 
は 別 稿 を 期す が , 要点 の み を 列挙 する 。 


5.1. 浄化 作用 に よる 聖 別 

水 の 最も 日 常 的 な 働き は 「 汚 れ を 洗い 流す 」 作 用 で ある 。 水 の 洛 化 作用 は 祭 
式 の 様々 な 場面 で 聖 別 の た め に 利用 され る 。 水 を 唆 る , 水 に 触れ る , 洒 浴 , ( 祭 
主 , 供物 , 犠牲 獣 , 敷き 草 , 敵 き 木 , 祭 式 用 具 な ど に ) 水 を 振り か ける 


36 例え ば , RVI83,1 あ gz … vicergsg な 4「 あ ら ゆ る 方 向 の 事柄 に 気づく 水 た ち 」 (堂山 英 
次 郎 氏 の 教示 に よる )。 「 


(56) - 阪本 (後藤 ) 紀 子 


(p7oAsgzg-), 洗う な どの 行為 が 頻繁 に 行わ れる ”。 新 月 祭 ・ 満 月 祭 (従っ て す 
べ て の シュ ラウ タ 祭 式 ) の 前 日 (Upavasatha) に 祭 主 は , 髪 と 故 を 除去 し て 壮 
浴 し た 後 , 聖 宗 を か け , 2 回 水 を 唆 り (また は 水 に 触れ ), Ahavaniya 祭 火 に 
然 き 木 を くべ , Vrata「 祭 主として の 責務 」 を 行 お うと し て いる こと を 年 約 す 
る 。 ソ ー マ 祭 開始 時 の Apsudiksa 「 水 に お ける 漂 斎 」 と 終了 時 の Avabhrtha で 
も 髪 影 等 を 除去 し 洒 浴 する が (一 6.1., 6.2.), 単なる 浄化 に 留まら ず , 死 と 再 
生 (世俗 的 存在 [家長] と し て の 死 と 聖なる 存在 「[ 祭 主 】 と し て の 誕生 , な い 
し , 型 な る 存在 と し て の 死 と 世俗 的 存在 と し て の 再生 ) を 象徴 する 。 同 様 の 意 
味 で , ヴェ ー ダ 学習 ( 打 行 Brahmacrya), 苦行 等 の 神聖 な 行為 の 開始 前 と 終了 
後に も 耕 ・ の 除去 を 伴う 洒 浴 が 行わ れる \。 祭 官 た ち も ま た 壮 浴 に より 祭 式 
に ふさ わし い 者 と し て 生ま れ 変わ る と され る (一 6.3.)。 


5.2. 葬 礼 の 最後 に お ける 参加 者 の 洒 浴 は 「 不 浄 を 洗い 流す 」 と 解 さ れる 。 葬 
礼 お よび 祖 霊 祭 (家庭 祭 で は Sraddha, シュ ラウ 夕 祭 で は 新 月 祭 前 日 の 
Pindapitryajna と , Caturmasya の 一 つ Sakamedha 祭 に 伴う 年 に 一 度 の 
Mahapitryana) に お いて 水 を 注ぐ 儀礼 \。 特に 死者 の 名 を 呼び 水 を 与え る 儀礼 
(dg ん 27727-。 go ん kg なの 2-)) で は , 清め の 水 に と ど ま ら ず , 宇宙 を 循環 する 

「 不 死 ・ 不 滅 ・ 真 実 」 の 水 が , 祖 霊 と し て 天 へ 上 昇 し 地上 へ 再生 する こと を 象 
微 す る 役割 が 大 きい か と 推測 され る 。 祖 霊祭 を 意味 する zz- は ggg72- 「 信 
を 置く こと 」 の 派生 語 で ある が , 水 に 象徴 され る 生命 主体 (死者 の 霊魂 ) の 循 
環 ・ 再 生 と 不滅 ・ 不 死 を 「 信 じ る こと に 関す る (儀礼 )」 と 解釈 され る 。 


37 例え ば , 動物 犠牲 祭 で の 水 の 用 法 に 関し , 後藤 敏文 「 古 代 イ ンド の 祭 式 概観 一 形 
式 ・ 構 成 ・ 原 理 一 」( 総 合 人 間 叢 書 Vol1.3, 2008, 57 一 102) 88 一 92 (pasu 動物 犠牲 
祭 式 次 第 な ど ) 参照 。 

38 筆者 「 髪 と 胡 」 日 本 仏教 学会 年 報 59 (1994) =「 仏 教 に お ける 聖 と 俗 」(1994) 77 

sim90, 参照 。 . ' rm 尿 

39 葬 礼 : Caranp, Altindische Todten- und Bestattungsgebriuche, 1896 [rep.1991], 55f, 72 

。 代 ・ Sraddha : CArANp。 Altindische Ahnencult。 1893, 33, 48. 59,64 : Pindapitryajna 
ApSS { 8.10 一 12:9.14:10.4:10.14 等 Mahapitryajma: ApSS VIII 16.4: TB 1 6.9.9f. 等 参 
昭 


40 CAranp, Altindische Todten- und Bestattungsgebrauche, 76 一 79, HrLLEssAnpr, RitualHtteratur, 
1897, 89 参照 。 こ の 意味 で zzzz 十 2 み 7 が Mahabharata, Ramayana に 多数 見 られ 
る : Dasaratha-Jataka (N.461, Ja-a IV 126) に は この 儀礼 の 療 跡 が 残る 。 


「 水 た ち 」2 の gs と 「 信 」 42272- (57) 


5.3. 監視 (っ 注 36) と 守護 ・ 魔 除け . | 上 EE 

新 満月 祭 の 前 夜 (Upavasatha) に 酸 乳 (242:-) 製造 後 . それ を 入れ た 容器 
を 伴 朝 まで 水 達 に 見 張ら せる : め o 広 g77g 「 水 達 よ , 君達 は 目覚 め て あれ 」MSP 
[1.3 : 2.11(KS", KapS" 等 )~。 本 祭 開始 時 の Pranita 儀 祉 を 取り 扱う MS IV 1.4 : 
5,.18 一 6.6 で は or7gsogz7「 水 た ち が 暖 損 力 を 打ち 砕く も の で ある 」 と 述べ 
られ る (一 3.1.)。 


5.4. 「 警 い , 契約 」 の 保証 と 処罰 
祭 式 に 不可 欠 な 「 信 」 を 捕捉 する た め に , 祭 式 開始 時 に 水 た ち を Ahavaniya 
火 に 導く Pranita 儀礼 (一 3.1.) も この ジャ ン ル に 属す る 。 
装い ・ 呪 二 ・ 契 約 ・ 贈 与 ・ 縁 組 ・ 裁 判 な ど に 際 し 水 を 証人 と する 風習 は 古く 
か ら 知 られ , 祭 式 の みな ら ず 日 常 生活 に 根付 き , 現代 に まで 残る %。 水 た ち に 
よる 殴 い の 古い 例 と し て は , AV VI 83,2 (Paipp.1103.4) cd : 
の 2702777720 7 の 7G772 7 の 72772 7 が 7472CO 7 | 
yg 9 の o 8777 の 7 V2 の 727267 yg 2c7722 727 の vg7772 7 が 72cG 7 が 
(Varuna の 管轄 する ) 各々 の 条項 か ら , 王 よ , これ か ら , Varuna よ , 我々 を 解き 放 
て 。 も し 「 水 た ちよ , 殺さ れる こと な きも の た ち (sy み 4-) 侍 よ 」 と , 「Varuna よ 」 
と も し 我々 が 言っ た な ら ば , それ (その 碑 い ) か ら Varuna よ , 我々 を 解き 放 て 。 
動物 犠牲 祭 の 最後 に 心臓 の 焼き 沖 を 処理 し た 後 , 唱え られ る マン トラ は この 
詩 節 の ヴァ リア ント で ある ず *。 


41 西村 直子 氏 の 資料 に よる 。 

42 水 の 精 が 人 間 の 男 に 裏切ら れ , 仲間 の 水 た ち が 復讐 する 中 世 ヨ ー ロ ッ パ の 伝説 
(Fououg。 Undine, 1811, その 戯曲 化 GAupoux, Ondine, 1939) と の 関連 が 興味 深い 。 

43 具体 例 と 文献 に 関し て は , 後藤 敏文 「 古 代 イ ンド の 祭 式 概観 (一 注 37) 91f.「 祭 
式 と 水 」 参照 。 」 [ 

44 「 優 れ た (よく 乳 を 出す ) 雌牛 た ち 」 を 意味 する が , 水 た ち と 等 置 さ れる : AV IX 
44.9 (Paipp. XV 3.9) 「 水 た ち は ggszy み - で ある 」。NAsren, “Vedisch gg/y2- und die 
Wasser”。 AON, 1971, 120 一 134 三 KISchr. 120 一 189, 特に 186 一 189 参照 。 

45 TSmT 3.11.1 ① 22zzzo- の 27277 の 7 の 27772 7 の DG7772 7O 777CG. YG7 2po の 77 の の P の 7277267 
S の の 7 の 7ze 727O 77729 7 の 72cg. (Varuna の 管轄 する ) 各々 の 条項 か ら , 王 よ , これ 
か ら , Varuna よ , 我々 を 解き 放 て 。 も し 「 水 た ちよ , 殺さ れる 事なき も の 達 (一 
注 44) よ , Varuna よ 」 と [言っ て ] 我々 が 碑 う な ら ば , それ (その 碑 い ) か ら Varana 
よ , 我々 を 解き 放 て : MSI2,18 : 28.5 一 7 (52 ヵ azzgg7 Konj.) : KS HL 8:27.1f. : VS VI 
22: SB TIL 8.5,10 (2 の 代わ り に zo, あ o の 代わ り に 編 ): TB TH6.6.2 (後半 の み ): 


FR 


PP 


(58) 阪本 (後藤 ) 純 子 


相手 の 手 に 水 を 注い で 贈与 する 例 は 仏典 に 多数 現れ , Bharhut, Sanci 等 の レ 
リー フ に も 描か れ て いる ぎ *。Pai 仏典 に 残る 例 を 幾つ か 挙げ る : 
1) Magadha 王 Bimbisara が 世 尊 に Veluvana を 寄進 する : 
Vinaya 1 39.14 一 18 (: Mahavagga 1 22,18) zz 婦 o 72 廊 2ggg の 7 が o sepyo の の 7s の 7 の 
SOVG772 の 729V72 の 27 の 72 ge の の 59V7O の 72O/@97. @727272 の 22776 eg7272 77 ア の 72777 
の 722//727/277/7777/72 人 XY2 艇 7777AY27/777777 人 XY/ 太 2//7/77// 47 
そこ と で Magadha 土 Seniya Bimbisara は 黄金 製 の 水差し を つか み , 世 尊 の [ 手 を ] 洗 
わせ た ( 手 に 水 を 注い だ ), 「 こ の 私 は , 御 身 よ , 遊 林 Veluvana を 仏陀 を 先頭 と す 
る 比丘 の 集団 に 与え ます 」 と [言っ て ]。 
(2) Anathapindika 長者 が 世 尊 に Jetavana を 寄進 する : 
Jataka-Atthavannana 1 93.10 一 15 (Nidanakatha) 22ye777 svgz7G の 227g77 の 2yg 
2/7AY7/2772AXY2 全 72777772 凌 7777277/ 圧 の 277 プ 472 尊 7777/// 科 /2724277724777777477// 諸 777727777772777 人 72 材 227//7/// 人 2 人 
の の 2pg7727722yy の Sd77287597 の 277777 が 457. 
偉大 な 商人 の 長 は 黄金 の 水差し を 取り , 十 の 力 を 持つ ( 世 尊 ) の 手 に 水 を 注い で , 
この jetavana-vihara を 過去 未来 の , 四方 の , 仏陀 を 先頭 と する 集団 に 私 は 与え る 」 
ど [言っ て ] 与え た 。 
(3) Vessantara 王子 (菩薩 ) が 二 児 と 妻 を バラ モン に 布施 する (Vessantara-Jataka [N.547] 
Ja-a VI 547.8 一 10: 570,4f., 9fE.) ・ 
Ja VI 570,4f. sjg/g772 evg ん 47272 の 277722 dg ん 2 22277 が の 2 ん 7 7277e 767 の の 27 が ア 977 
の 7 の 77227795G 97257. 
LVessantara は ] 急い で 水 容器 に より (か ら ) 水 を 取り 出し , 水 を [バラ モン の ] 
手 に 注い で 妻 を バラ モン に 与え た 。 | 


AsSS IT 6,24 (Go の 代わ り に 放 g) : SanSS VI 12.11: LatSS V 4.6: ManSS 1 8.6.21: 
ApSS VH 27.16: 更 に MS II 2.10:157,7 (Pratika, Sautramani) , ManSS I』 7.4.43 
(Caturmasya, Varunapraghasa) 等 。ScawAs, Das altindische Thieropfer (1886) 161f.: Nr 
112 参 


ン ン 2 いさ O 


46 例え ば , 《 祇 園 布 施 》 Bharhut 欄 桶 柱 (B.C. 1 世紀 ) : 遊 林 の 中 央 で 水差し を 手 に し 
た Anathapindika (Cunningham, The Stanpa of Bharhut。1879 [2. Ed. 1962], 84 一 87 
Jetavana Monestery, Plate LVIL, Plate XXVIH) : 階段 蹴 込 み (ペシャワール 美術 館 , A. 
D.1 世紀 末期 , 高田 修 「 仏 像 の 起源 」 図 版 17) : 小さ な 水 の 需 を 手 に し て 世 尊 と 向 
き 合う Anathapindika : 《Vessantara-Jataka》 サー ンチ ー 第 1 塔 北門 裏面 レリーフ : 
相手 の 掌 に 水 を 注い で 二 児 と 妻 を バラ モン に 与え る Vessantara 王子 (MAssmarr- 
Foucmss, Sanchi, 1940, 1982, Plate XXIV), 同様 に 白 象 と 戦車 を 贈与 (Plate XXTTU) 。 


「 水 た ち 」 あ gs と 「 信 」 7z2g74- (59) 


6 . 最後 に , AO 
PON 


6.1. ソー マ 祭 開始 時 の 「 水 に お ける 潔 斎 」(Apsudikss> に 用 いら れる マン ト 


ti 


RVX17,.10" ogs7z27 が 797 37 の yg727 1g7772722 20 877 の の 772 の 7 

Vsyg 7 77p7272 p7gv の 7 が ey か 14 太 2 の yg が 64c か 6 p2 gz 

母 た らち ら で あ る 水 た ち は , 我々 を 浄化 せよ 。 

次 か レバ タ ー に より , 我々 を , 溶かし バタ ー を 清め る 者 た ち は 清め よ 。 

あら ゆる 汚れ を , 天 に 属す る 女 た ち (女神 た ち ) は 運び 去る か ら 。 

彼女 た ちの も と か ら , 清く 輝く 者 と し て , 清め られ て , 私 は まさ し く た ち 出 で る 。 


6.2. RVI23.16 一 22 で は 河 へ の 貞 供 と , ソー マ 祭 の 終わ り の 浴 (Avabhrtha) 
が 意図 され て いる と 考え られ る “。 第 22 詩 節 に は 「 暫 い の 水 」 が 言及 され る : 
16 gzz の 2yo yg7 が y 9 が yg の 71 有 7z の yo gd が yg77yg7272 | pcg7 か 2 の 22 p の yg が 
17 72 4 の 57612 の 7 v2 sy が sg72 | 太 zo が yg が y gpo7 の が 
16 Z ヵ 6 gev77 4 の g vgye 「y9 が の g2vg か の め g7z7 が 27 | 5 の が yg 27yg7 gy7 | 
19 ZS の 2727 7777272 の PS の es7277 1gp772 72 P725gs72ye | 2v2 の 72yg7g 7 | 
20 gps 6 3O72O 9 の 7gVi の 127727 VSV277 の esg 太 | 
872772 C9 YZSV の 5 の 7 の pg726 1 2 の 3 cg v が sy の の esg7 太 
21 22g7 272 の es ly27 放 7 274De 7 の 7 が 2 | yo を cg 5 訪 yg の 3 | 
22 7272 9P7 P79 YO が gd72 1 y27 72 Cg 777272 77 の 7 | 
yg v2272 9 の 7 の 7 の 7g 12 vg 5ep6 247 の 27772 | 
23 go g の 7 の 7 の C9775G7 が 0 1725e72 s の 7 の gg577 の 7 | 
2ygsVg72 の g72 の 977 17272 7 の 67 576 V7co52 
16 母さん た ち が 道 た らち を 通っ て 進む , 祭 式 の 行程 に 携わる 者 ( 祭 官 ) た ちの 血縁 
者 と し て , 乳 を 蜜 (ソー マ ) と 混ぜ な が ら 。 
17 太陽 の も と に いる , か な た の , ある い は , 太陽 が それ ら と 共に いる 彼女 た ち 


47 AV VI 51.2 お よび YV-Mantra: MS 1 2.1:10.1, IL 6.2:61.7, KS II 1:8.10. TS 1 2. 
1⑪, VS IV 2.SB 1.2.11, ApSrsn X6.1 等 。 
48 先行 する 15 詩 節 は 諸々 の 神々 を ソー マ 祭 へ 招く 讃歌 で ある 。 


(60) 阪本 (後藤 ) 純 子 


我々 の 祭 式 の 行程 を 駆り 立て よ 。 

18 天 に 属す る (女神 で ある ) 水 た ち を 私 は 呼び 寄せ る , 我々 の 和牛 た ち が 飲 ん で い 
る 場所 へ と 。 河 た ちの た め に , 供物 が 作ら れる べき で ある 。 

19 水 た ち の 中 に 不死 が [ある ], 水 た ち [の 中 ] に 薬 が ある 。 そ し て , 水 た ち の 
賞 計 の た め に , 神々 よ , 君たち は 競走 の 勝利 者 と な れ 。 

20: 水 た ち の 中 に ーー ソー マツ は 私 に 言 る た, あら ゆる 薬 .[ が ある こと |] 大 , そ 
し て , あら ゆる も の に 幸 と な る 火 [が ある こと ] を 。 そ し て 水 た ち は , あら ゆる 
楽 を 持つ も の で ある 。 

21 水 た ち よ , 薬 を 満た せ , 私 の 身体 の た め に 防御 と し て , そし て , 永き に わた っ 
て 太陽 を 見 る (長生 きす る ) た め 

22 これ を , 水 た ち よ , 運び 去れ , 何で あれ 私 の 中 に 困難 (進み 難 き こと ) が 「[ あ 
れ ば 」, ある い は , 私 が 芝 い た こと が あれ ば , ある い は , また , 偽り を 誓 っ た こ 
と が あれ ば 。 

23 水 た ち よ , [君たち ] に 従っ て , 今日 , 私 は 行動 し た 。 [君たち の ] 精髄 と , 我々 
は 合体 し た 。 乳 を 持つ 者 と し で , アグ ダニ よ 。. 来い 。 か く て 私 を , ( 祭 宜 と し て の ) 
効力 と 結び つけ よ 。 

24 略 。20 一 23 三 X96 一 9 (一 6.3.)。 


6.3. 4 薦 の アー パス 讃歌 の 中 , 代表 的 な X9: 

1 の?o 好 s 娘 2 yo の ys 1 太 22 776 92727gzg | 272 7272yg c6 ん sgse | 

2 yoO yg が 9272 が の 759 172syg の 272yg7e72 2 | 5g777 yg 2727g7 

3 娘 s726 97 の 7 gg72 の 7 の VO「y の syg ん 5 の ygyg 7720g が 2 | 2o 7 の yg が 2 cg 7 の 

4432 zo devj7 g の が fs7gyg 1 po pgyg274 P772ye | 527z yO7 g の 7 s7gyg7774 7 の 7 

5 73272 v27yg7。2 が 1 Ks の yg77fs cG7sg77e の 7 | の 6 ya2c の 7 7esg727z 

6 一 9. ( 讃 王 の 終わ り ま で ) テ 123.20 一 23 (> 6.2.) 

1 水 た ち よ , 君たち は , 実に , 強壮 を も た ら す 者 た ちら で ある 。 だ か ら , 我々 を 活 
力 の 中 に 置き 定め よ , 大 き な 興 稚 を 目 に する た め 

2 君たち の 最も 吉祥 な る 精髄 で ある も の , それ に 我々 を , ここ に お いて , 与 ら せ 
選 。 (で の こと を ) 欲し て いる 母 た ちら の よう に ( 母 た ちと し て )。 

3 彼 の た め に , 我々 は 君たち の 意 に 添 お う う , その 者 の 定住 の た め に 君たち が [我々 
を 」 活気 づけ , また , 水 た ち よ , 君たち が 我々 を 生み 創る [ 彼 の た め に ]。 


「 水 た ち 」2 ヵ gs と 「 信 」 yzg272- (61) 


4 幸多 く , 天 に 属す る (女神 た ち で ある ) 水 た ち は , 我々 へ の 援助 へ と 現れ 出 で 
よ , 飲む た め に 。 幸 多く , 寿 多く , 我々 へ と 向かっ て 流れ よ 。 

5 好ま し い 物 事 を 意 の まま に する , 諸々 の 境界 を 支配 し て いる 水 た ち に , 私 は 薬 
を を う 。 「 」 

6 一 9 三 T 23.20 一 23 (….6.2.) “ 

第 3 詩 節 の 「 我 々 を 生み 創る 」 は , 祭 主 で ある 部 族長 の た め に , 祭 官 た ち が 
洒 浴 し , 生ま れ 変 わる こと を 表す と 思わ れる (-> 5.1.)。 個 々 の 詩 節 は 後 の 祭 
式 に お いて 様々 に 用 いら れる 。 例 えば 1 一 3 (一 部 8 も) は, 動物 犠牲 祭 に お 
いて 大 網膜 の 献 供 後に , 天界 の 出入 り 口 を 象徴 する Catvala ( 祭 場 東 北 に 位置 
する 土 を 取っ た 後 の 窪み ) で 祭 主 と 祭 官 一 同 が 行う 洗い 清め の 際 の マン トラ 5 
詩 節 に 含ま れる *『。 | 


49 ApSS VH 21.6。 


(62) 「 阪本 (後藤 ) 純 子 


2pgs 'the waters' and yo が 2- “trust, belief 


Junko Sakamoto-Goto 


In the ancient India, ?7ggg み "placing trust : rust, belief, faith' was often symboHzed by gy 
(nom. pl. fem. of の -) “the (Hiving) waters' and even equated with them. [ 

The equation of ygg27 み - trust, belief with “waters'appears in the prose of the Black- 
Yajurveda-Samhitas explaining the Pranita rite, i. e. the leading of the waters to the east (to the 
Ahavaniya fire) in order to grasp 57gg27 み in the beginning of the new-moon and full-moon 
sacrifices : MS I 4.10 : 9.2-6 へ KS XXXII 7:26,.12-16 : MS IV 1.4:5.18-6,6 - TST 6.8,1 
-2 ~- TB THT 2.41-3, cf. TB” HIT 7.4. Such equation underlies also “the doctrine of the five fires” 

(pg7cgg77y7 の 7 の -) in the Chandogya-Upnisad V 3.1-10,1 and the Brhad-Aranyaka-Upanisad VI 
21-16. On the other hand, the Kausitaki-Brahamana VI 4 teaches that “the imperishability of 
the effect of an only once performed sacrifice” (sg な の sf2syg gs が - ) is guaranteed by sggd272-, 
which is explained as “the imperishabihty of the waters in the outer worlds and in the body of the 
Sacrificer . 

The old Indo-Aryan language distinguished two types of "water': (1) *water as material' 
expressed by neuter substantives gz-, go ん 2- and ャ の - (later yg な -): (2) Hiving waters' with 
mind, regarded as feminine divine beings and expressed by a female substantive の の - (usually in 
the plural, nom. め g5) . 

In the Vedic period, it was already recognized that the hving waters circulate in the worlds and 
in the Hiving things. They, however, neither change their nature, nor disappear, in COnseduenCe 
symbohze the immortahty”g7z72-, the "imperishability′ 2 ん s7 が - and the real existence, truth' 
sg の の -. The waters awake day and night and watch everything in order to guarantee the vow and 
to punish those who have broken it. The equation of gg 「trust。 belief' with the waters 
seems to haVe originated from the observation of those characters of the living waters. 


